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研究成果の概要： 

未婚化・晩婚化の進行、および厳しい社会経済的状況のなかで、女性は、現状においても、

就業の不安定さを抱えており、将来についても漠然とした不安を抱いている。彼女たちが将来、

アンダークラスとなり社会的危機を招くのを避けるためには、従来の性愛と血縁による家族形

態を超える生きる基盤作りと家族のオルタナティブを創成していくことが重要である。 
 

 
 
 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
 ２００６年度 900,000 0 900,000 

 ２００７年度 1,900,000 570,000 2,470,000 

２００８年度 800,000 240,000 1,040,000 

    年度  

  年度  

総 計 3,600,000 810,000 4,410,000 

 
 
研究分野：複合新領域 
科研費の分科・細目：ジェンダー・ジェンダー 
キーワード：ジェンダー、貧困の女性化、未婚女性、シティズンシップ、親密圏、レズビアン、 
 
１．研究開始当初の背景 

日本社会では、未婚女性の数が増大してい
るが、その一定層が将来も未婚にとどまるこ
とが予測される。これらの女性たちは、比較
的若い時代は、親と同居するなどの利点を生
かして娯楽や趣味を楽しみ未婚生活を享受
しうるが、加齢にしたがって、彼女たちは、
周縁的労働市場のなかでもより不利な立場
となり、親の経済的保護を失い、場合によっ
ては老親介護の責をになわねばならない時

期が来ることは自明である。しかも、そのよ
うな女性たちの多くは低年金あるいは無年
金であることが予測される。つまり、近い将
来、日本社会には、社会経済的困難を抱えた
未曾有の数の未婚独居中高年女性の層が出
現することが予測され、これらの人々にとっ
ての生きる基盤の創成が求められる。 
 また、同時に、これら未婚者の増大は、何
ごとにおいても行動と選択の自由が高まっ
た社会の中で、家族形成が、生まれおちた家
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族を離れるとなると、永続を期待される婚姻
によるのみであるという、「窮屈さ」が、結
婚へのハードルを上げているという点が、人
口動態調査等によってもあきらかになって
いるところである。このことからも、血縁や
性愛にのみよるのではない、家族のオルタナ
ティブとなる、多様な生きる基盤の創成が求
められる。 
 
 
 
２．研究の目的 
上記の事態は、当人たちにとってだけでな

く、日本社会における危機であり、事前の対
策が求められる。そのため、 

（1）30 代以上の未婚女性群の実態把握を
行い、彼女たちの抱いている将来予測を明ら
かにし、潜在している危機を、マクロデータ
およびミクロデータから浮き彫りにする。
（2）オルタナティブな生の基盤の可能性を
理論的に探る。 
（3）「家族」を超えるオルタナティブな暮

らしの実践についてその具体像を検討する。 
 
 
 
 
 
 
３．研究の方法 
 新しい親密圏と家族・ケアの倫理、ニーズ
解釈をめぐる政治に関する文献研究、 
 単身女性対象のインターネット調査、 
 海外就労未婚女性のインタビュー調査、 
 海外レズビアンコミュニティ調査 
  
 
 
 
４．研究成果 
おもに以下の三点の研究成果が得られた。 
 
I 生のオルタナティブの実践 

未婚化・晩婚化の進行で、女性の将来不安

が高まっているなかで、従来の性愛と血縁に

よる家族形態（これを「ジェンダー家族

gendered family」と名付けた）を超える生

きる基盤作りと家族のオルタナティブを創

成していくことが重要である。現在、その試

みとして、コレクティブハウジング、シェア

ハウジング、ゲイ・レズビアン家族等々の生

活実践が日本でも始まりつつあり、それらが

提示している可能性に着目することが重要

である。具体的な知見は以下のとおりである。 
1）とくにイギリス・アメリカでのゲイ・

レズビアンコミュニティにおいては、血縁・

性愛の絆を超えた、「選び取る家族 family 
of choice」と呼ぶべき生の協同コミュニティ

の広がりがみられ、個々人を支えるネットワ

ークとして機能している。 
2）2000 年代初めから日本でも、コレクテ

ィブハウジングの実践が登場した。現在はま

だ組織的に行われているのは、東京の NPO
法人コレクティブハウジング社をコーディ

ネータとする、少数のコレクティブハウスに

とどまるが、そこでは、多様な世代とライフ

ステージの人々による生活の協同実践がみ

られ、同時に、地域社会への資源となってい

る点も見逃せない。 
3）シェアハウジングは、とくに、若い世代

で関心が高まり、インターネットの活用、既

存業者の参入もあって、広がる兆しをみせて

いる。シェアハウジングは、若者たちにとっ

て、対人関係技法と社会参加への道筋を学ぶ

上でも効果的である。 
以上の試みは、少子化時代の育児、高齢社

会においての介護問題への対応という点で

も注目すべきである。 
 

II 単身女性の不安と生の基盤 
単身女性対象インターネット調査からは、

多くが職業・経済上の漠然とした不安を抱え

ていること、「自分に合った仕事」を求めて

の転職経験が多いこと、シングルマザーが多

く含まれることが確認できた。さらに、こう

した未婚女性の一タイプとしてある、海外で

就労する女性たちの存在に注目、インタビュ

ー調査を行ったところ、日本の職場での閉塞

感・見通しの無さから海外に就業先を求めて

おり、満足度は高いが、彼女たちの将来見通

しは必ずしも明るいものとはいえないこと

がわかった。これらのことからも、未婚女性

のセーフティーネットとしての、家族のオル

タナティブを実現することの重要性がさら

に浮き彫りになった。 
 

III ケアの倫理と社会正義 
 若手大学院生を加えた研究会を継続し、

E.KittayのLove'sLabor: Essays on Women, 
Equality, Dependency （1998）他のフェミ

ニスト倫理学に関する海外文献を講読し、

I,II で述べた、生の基盤を構想するにあたっ

ての理論形成を議論した。 
これまで、社会正義の実践の理論としては

ジョン・ロールズの『正義論』が前提となっ

てきたが、そこにおいては「依存者」、およ

び、依存者をケアする「依存労働者」がまっ

たく位置付けられていないこと、新たな平等

と正義の実現する社会の構築においては、そ



れらの立場を組み込んだ「依存とケアの正議

論」が構想されるべきであることを確認した。  
 この点は、女性の貧困問題を考えていく上

でとくに重要な論点であり、新しい家族とシ

ティズンシップの構想においては、不可欠か

つ中心的となるべき概念である。 
 
 

このほか、本研究課題研究グループによっ

て、以下の情報発信を行った。 
 
①日本研究・レズビアンスタディーズで著

名なジェニファー・ロバートソン教授（ミシ

ガン大学）を招いての、未婚女性に関する拡

大研究会を行った（平成 19 年 2 月 8 日） 
 
②韓国女性開発院（ソウル）において、日

韓の若年女性労働および未婚化について、報

告と討議を行った（平成 19 年 3 月 15 日） 
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